
第1回市議会定例会で施政方
針を述べる小谷野市長
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　令和6年第1回定例市議会（会期2月20日〜3月14日）で小谷野市長が6年度の
施政方針として、市政運営の基本的な考えや重点施策などを述べました。
　今月はその概要をお知らせします。

令和6年度 市長施政方針・予算特集

【
施
策
方
針
の
要
約
】

　
今
年
狭
山
市
は
、市
制
施
行
70
周

年
を
迎
え
ま
す
。私
た
ち
は
、先
人
た

ち
が
追
い
求
め
た
理
想
を
胸
に
、変

化
の
激
し
い
時
代
を
見
据
え
て
、持

続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
力
を
尽
く

さ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。6
年
度

の
予
算
案
は
、次
の
世
代
に
豊
か
さ

を
引
き
継
ぎ
、市
民
の
皆
さ
ま
の
期

待
に
応
え
る
こ
と
を
念
頭
に
編
成
い

た
し
ま
し
た
。

「
若
い
世
代
を
増
や
す
」で
は
、本
市

の
人
口
は
、3
年
連
続
し
て
大
幅
な

社
会
増
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

引
き
続
き「
親
元
同
居
・
近
居
支
援
補

助
制
度
」や「
若
い
世
代
の
住
宅
取
得

支
援
補
助
制
度
」を
実
施
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援
で

は
、児
童
館
と
の
複
合
施
設「
い
り

そ
次
世
代
支
援
セ
ン
タ
ー(

愛
称
Ｉあ

い 

ｐ
ぱ

れ

っ

と

ａ
ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
）」内
に
、新
た
に

入
曽
保
育
所
を
開
所
し
、4
月
か
ら

は
基
幹
型
保
育
所
と
し
て
の
運
営
を

開
始
し
ま
す
。ま
た
、民
間
保
育
所
に

お
け
る
保
育
士
の
処
遇
改
善
を
促

し
、保
育
人
材
の
確
保
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
ま
た
、新
狭
山
地
区
と
入
間
川
地

区
に
、民
間
事
業
者
に
よ
る
学
童
保

育
室
の
開
設
を
進
め
、待
機
児
童
の

解
消
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
児
童
の
泳
力
向
上
と
学
校
プ
ー
ル

の
老
朽
化
に
伴
う
課
題
の
解
決
を
目

指
し
、民
間
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー

ル
を
活
用
し
た
水
泳
指
導
を
委
託
す

る
モ
デ
ル
事
業
を
小
学
校
3
校
で
実

施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ま
ち
と
産
業
に
活
力
を
」で
は
、入

曽
駅
周
辺
整
備
事
業
に
お
い
て
、７

年
３
月
の
ま
ち
び
ら
き
に
向
け
て
、

東
西
自
由
通
路
や
橋
上
駅
舎
、駅
前

の
新
し
い
商
業
施
設
に
つ
い
て
、工

事
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
の
整
備
で
は
、狭

山
市
駅
加
佐
志
線
の
8
年
度
末
の
供

用
開
始
に
向
け
て
用
地
取
得
を
進

め
、道
路
工
事
や
雨
水
管
築
造
工
事

な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、次
期

優
先
整
備
区
間
で
あ
る
入
間
川
入
曽

線
の
用
地
測
量
な
ど
を
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
空
き
家
対
策
で
は
、除
却
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
制
度
を
創
設
し
、

生
活
環
境
の
保
全
と
、安
全
で
安
心

な
ま
ち
づ
く
り
、土
地
活
用
の
促
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「
楽
し
め
る
健
康
高
齢
社
会
を
」で

は
、高
齢
者
の
見
守
り
支
援
対
策
と

し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
見
守
り

機
器
購
入
の
補
助
制
度
の
充
実
を
図

り
、孤
独
死
な
ど
を
未
然
に
防
ぐ
対

策
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
予
防
接
種
で
は
、重
篤
化
や
後
遺

症
に
よ
り
生
活
の
質
の
低
下
が
懸
念

さ
れ
る
帯
状
疱
疹
に
つ
い
て
、ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
サ
ピ
オ

稲
荷
山
は
、市
民
の
健
康
増
進
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
醸
成
に
向
け

て
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
導
入
を
検

討
し
、幅
広
い
世
代
が
利
用
す
る
施

設
と
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

「
市
政
運
営
を
み
ん
な
の
力
で
」で

は
、効
率
的
で
効
果
的
な
行
政
運
営

と
し
て「
書
か
な
い
窓
口
」を
導
入
す

る
と
と
も
に
、各
種
行
政
手
続
き
に

お
け
る
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
さ
ら
な

る
拡
充
に
よ
り「
行
か
な
い
窓
口
」を

推
進
し
、ス
マ
ー
ト
自
治
体
へ
の
転

換
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、

地
区
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、住
民

異
動
の
手
続
き
な
ど
を
可
能
に
す
る

な
ど
、機
能
の
拡
充
を
進
め
、市
民
の

利
便
性
の
さ
ら
な
る
向
上
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
危
機
管
理
防
災
対
策
で
は
、激
甚

化
・
多
様
化
す
る
自
然
災
害
に
備
え
、

地
域
防
災
計
画
の
総
合
的
な
見
直
し

を
行
う
と
と
も
に
、被
災
者
支
援
シ

ス
テ
ム
を
更
新
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
環
境
保
全
と
脱
炭
素
社
会
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
で
は「
狭
山

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
・
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
略
称
Ｓ
Ｓ

Ｘ
）」の
推
進
や
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
補
助
金
の
メ
ニ
ュ
ー
を
充

実
さ
せ
る
ほ
か
、公
用
車
に
電
気
自

動
車
を
導
入
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
女
性
活
躍
の
推
進
で
は
、女
性
が

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
に
積

極
的
に
取
り
組
む
事
業
者
へ
の
助
成

制
度
を
創
設
し
、支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　
市
民
の
安
全
と
安
心
に
関
す
る
施

策
で
は
、犯
罪
の
発
生
を
抑
止
し
、子

ど
も
た
ち
の
見
守
り
も
兼
ね
る
こ
と

を
目
的
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

警
察
な
ど
と
連
携
し
て
防
犯
対
策
や

交
通
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　
市
制
施
行
70
周
年
の
節
目
を
迎
え

る
に
あ
た
っ
て
、私
た
ち
が
掲
げ
る

メ
ッ
セ
ー
ジ
は「
と
も
に
未
来
へ
」で

す
。こ
の
70
周
年
と
い
う
節
目
は
、先

人
た
ち
の
思
い
と
将
来
へ
の
希
望
を

つ
な
ぐ
大
事
な
成
長
点
で
す
。こ
の

節
目
を
共
に
祝
い
、感
謝
し
、そ
し
て

多
く
の
市
民
が
力
を
合
わ
せ
て
、と

も
に
未
来
へ
進
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、本
年
も
本
市
の
発
展
の
た
め
に

全
力
で
市
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
で
は
、４
つ
の
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
、今
年
度
に
取
り
組
む

重
点
事
業
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

3
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するとともに、民間保育所の正規職員に行っている賃金
などの処遇改善を、非正規職員（常勤）まで拡充し、人材の
確保に努めます。また、お昼寝用簡易ベッドの「コット」を
順次公立保育所へ導入し、保護者の負担軽減を図ります。
　利用者の増加が見込まれる新狭山地区と入間川地区
に、新たな民間学童保育室を開設する事業者へ補助金を
交付します。

教育指導の充実と学習環境の整備� 6,801万円　
　教員が教育活動に注力できるよう、全小・中学校へ「ス
クール・サポート・スタッフ」の配置を継続します。また、
教頭が教員への指導などに、より注力できるよう「教頭マ
ネジメント支援員」を新たに3校に配置し、学校運営の機
能強化を図ります。
　児童の泳力向上と学校プールの老朽化に伴う課題解決
のため「さやまっ子スイスイプロジェクト事業」をモデル
事業として小学校3校で実施します。また、6年度から電
子黒板の導入を推進し、児童・生徒の学習環境の充実を図
ります。さらに、暑さ対策として、全小・中学校の体育館に
可動式の大型気化式冷風機を設置します。
　不登校児童・生徒の心と学習をサポートするため、学習
支援業務と相談業務を担う「教育支援センター」を教育セ
ンター内に設置するとともに、水富地区にも分室を設置
します。

若い世代の移住・定住促進� 6,565万円　
　市内で親世帯と同居、近居する世帯に対し、住宅の取得
や増改築に係る費用の一部を補助します。また、市内に住
宅を新築または新築住宅を購入する若い世帯に対し、費
用の一部を補助します。
　6年2月にI

イ ン ス タ グ ラ ム

nstagram「さやまちょこっとなび」を市民
と協働で開始しました。SNSなどを活用して、引き続き市
の魅力を発信していきます。

仕事と子育ての両立支援� 1億8,366万2千円　　
　4月に定員90名の民間の認可保育所を入曽地区に開園

令和6年度に取り組む主な事業

11
テーマ

若い世代を増やす 　少子高齢化と人口減少対策に取り組み、人口減少を
克服する持続可能なまちづくりを進めます。11

狭山市の人口社会増減の推移

入曽駅新駅舎とロータリーのイメージ画像(①④)、駅周辺のイメージ図(②)、駅前の商業施設のイメージ画像(③)

3年連続で大幅な
社会増を達成！
転入者の約7割が
40才未満の若い
世代です

4

及ぼす影響を調査するための計画などを作成します。

水道水の安定供給� 12億1,805万7千円　
　笹井配水場の耐震改修
など施設の計画的な更新
や耐震化を進め、災害に強
く、安全で安心な水道水を
安定供給します。また、人
工衛星を活用した調査に
より、漏水を早期発見し修繕につなげます。

企業のカーボンニュートラルの推進� 500万円
　自社で排出する温室効果ガスの排出量を可視化するシ
ステムを導入する事業者へサービス利用料を補助しま
す。また、DXやGXなどに積極的に取り組む市内の中小企
業に対し、専門家活用費用の一部を補助します。

空き家対策の推進� 500万円
　空き家を除却する費用
を最大50万円補助しま
す。防災や衛生、景観など
に影響を及ぼす可能性の
ある空き家を除却するこ
とで、住環境を整え土地の
活用を促進します。

入曽駅周辺整備� 33億9,430万5千円　　
　7年3月のまちびらき
に向け、東口・西口駅前
広場などの公共施設を
整備するとともに、東西
自由通路と橋上駅舎、
駅前の新しい商業施設
の工事を推進します。

都市計画道路の整備� 3億1,460万円　
　狭山市駅東口と東京
狭山線を結ぶ「狭山市
駅加佐志線」の8年度末
の供用開始を目指し、
用地取得や道路工事を
行います。また、次期整
備優先道路である「入
間川入曽線」について、狭山市駅加佐志線から東急入間川
団地の整備済み区間までの用地測量や物件調査などを行
います。

新たな産業基盤づくり� 1,871万3千円　
　圏央道インターチェンジ周辺地区において、新たな工
業系の土地利用転換を推進します。6年度は、周辺環境に

　第4次狭山市総合計画に掲げる4つの重点テーマに沿って、
6年度に行う主な事業を紹介します。

22
テーマ

まちと産業に活力を 　産業の活性化を推進するとともに、駅周辺に賑
にぎ

わいを
創出し、人と企業に選ばれるまちづくりを進めます。22

令和6年度 市長施政方針・予算特集

①①

④④

②②

入曽駅新駅舎とロータリーのイメージ画像(①④)、駅周辺のイメージ図(②)、駅前の商業施設のイメージ画像(③)

③③

至 所沢

至 本川越

5

広報さやま 2024.4月号　　■市役所☎04‐2953‐1111（代表） 04‐2954‐6262　開庁時間 平日の8時30分～17時15分



及ぼす影響を調査するための計画などを作成します。

水道水の安定供給� 12億1,805万7千円　
　笹井配水場の耐震改修
など施設の計画的な更新
や耐震化を進め、災害に強
く、安全で安心な水道水を
安定供給します。また、人
工衛星を活用した調査に
より、漏水を早期発見し修繕につなげます。

企業のカーボンニュートラルの推進� 500万円
　自社で排出する温室効果ガスの排出量を可視化するシ
ステムを導入する事業者へサービス利用料を補助しま
す。また、DXやGXなどに積極的に取り組む市内の中小企
業に対し、専門家活用費用の一部を補助します。

空き家対策の推進� 500万円
　空き家を除却する費用
を最大50万円補助しま
す。防災や衛生、景観など
に影響を及ぼす可能性の
ある空き家を除却するこ
とで、住環境を整え土地の
活用を促進します。

入曽駅周辺整備� 33億9,430万5千円　　
　7年3月のまちびらき
に向け、東口・西口駅前
広場などの公共施設を
整備するとともに、東西
自由通路と橋上駅舎、
駅前の新しい商業施設
の工事を推進します。

都市計画道路の整備� 3億1,460万円　
　狭山市駅東口と東京
狭山線を結ぶ「狭山市
駅加佐志線」の8年度末
の供用開始を目指し、
用地取得や道路工事を
行います。また、次期整
備優先道路である「入
間川入曽線」について、狭山市駅加佐志線から東急入間川
団地の整備済み区間までの用地測量や物件調査などを行
います。

新たな産業基盤づくり� 1,871万3千円　
　圏央道インターチェンジ周辺地区において、新たな工
業系の土地利用転換を推進します。6年度は、周辺環境に

　第4次狭山市総合計画に掲げる4つの重点テーマに沿って、
6年度に行う主な事業を紹介します。

22
テーマ

まちと産業に活力を 　産業の活性化を推進するとともに、駅周辺に賑
にぎ

わいを
創出し、人と企業に選ばれるまちづくりを進めます。22

令和6年度 市長施政方針・予算特集

①①

④④

②②

入曽駅新駅舎とロータリーのイメージ画像(①④)、駅周辺のイメージ図(②)、駅前の商業施設のイメージ画像(③)

③③

至 所沢

至 本川越

5

広報さやま 2024.4月号　　■市役所☎04‐2953‐1111（代表） 04‐2954‐6262　開庁時間 平日の8時30分～17時15分



るよう取り組みます。また、eスポーツの体験イベントを
実施し、認知度を向上させ理解促進を図ります。

がん・疾病対策の総合的な推進� 2億6,940万4千円　　　
　女性特有のがんの検診受診
率を向上させ、乳がんや子宮
がんの早期発見と治療につな
げるため、女性のがん検診初
回無料キャンペーンを継続し
ます。また、がん患者の経済的
負担の軽減や療養生活の質を向上させるため、ウィッグ
や帽子、胸部補整具といったアピアランスケア用品の購
入費用を助成します。
　新たに帯状疱疹のワクチン接種費用を助成し、発症と
重症化を予防します。

高齢者の見守り体制の充実� 76万1千円　　　　　　　　
　一人暮らしの高齢者の
孤独死などを未然に防ぐ
ため、別の場所で暮らす家
族が見守ることのできる
機器の設置費用を補助し
ます。また「ひとり歩き高
齢者安心シール」の機能を
講座やチラシで周知し、地域全体で見守り体制の拡充を
図ります。

幅広い世代の健康づくり� 300万円
　サピオ稲荷山にeスポーツをはじめ、健康増進と交流促
進に資するさまざまな機能の導入を検討し、幅広い世代
が楽しみながら体力づくりを行うことができる施設とな

33
テーマ 　子どもから高齢者まで健康で暮らすことが

できるよう、安心、健康、便利な社会を作ります。楽しめる健康高齢社会を33

危機管理体制の充実� 1,397万8千円　
　激甚化・多様化する自然災害に備えて「狭山市地域防災
計画」を全面改定します。また「被災者支援システム」を更
新し、迅速な罹

り さ い

災証明書の発行や、建物被害調査結果の登
録をスムーズに行えるようにします。

女性活躍の推進� 100万円　

　女性が働きやすい職
場環境の改善に取り組
む市内事業者に対し、授
乳室などの設置やトイ
レの改修に要する経費
を補助します。また、民
間企業で活躍する女性
担当者の交流会や研修会などを実施し、女性の能力を活
かせる環境改善につなげます。

ともに未来へ～70周年事業～� 2,997万4千円　

　狭山市は7月1日に市制施行70周年を迎えます。記念式
典をはじめとした70周年事業を実施し、市民と共に豊か
な未来を紡ぐ契機とします。（8ページに関連記事あり）

スマート自治体への転換� 5,227万円　
　窓口にマイナンバーカードなどを利用した申請書自動
作成機や、住民票の写しなどの証明書を取得できるキオス
ク端末を設置し「書かない窓口」を推進します。また、オン
ライン手続きでの円滑な情報収集と手続きを実現するた
めに、ライフイベントごとに必要な手続きが確認できる
「手続ナビゲーションサービス」や、市が有する地理情報を
インターネットで閲覧できる「公開型GIS」を市公式ホー
ムページに掲載するなど「行かない窓口」を推進します。
　地区センターにおいて、行政手続きの拡充や、タブレッ
ト端末を使用した本庁舎とのオンライン相談を実施する
とともに、キャッシュレス決済を導入します。

防犯対策の充実� 1,500万円
　高齢者や子どもたちな
どが事件や事故に巻き込
まれないよう、通学路や駅
前周辺など100カ所に防
犯カメラを設置し、警察と
連携して犯罪の発生抑止
に努めます。

44
テーマ 　市民、団体、事業者、行政が協働し、新時代に

ふさわしい元気なまちづくりを進めます。市政運営をみんなの力で44
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　歳入の４割以上を占める市税は、市内の
家屋の新増改築分や償却資産分の増収によ
る固定資産税の増額により、また、国庫支出
金は入曽駅周辺整備事業の財源として増額
となっています。

総額535億4,700万円

　歳出の４割以上を占める民生費は、社会福祉関係経費が増額してお
り、土木費は入曽駅周辺の整備の推進など、教育費は博物館の屋上防水
等改修工事の実施や小学校の教科書改訂に伴う指導書の更新などによ
りそれぞれ増額となりました。一方で、衛生費は新型コロナウイルスワ
クチン接種に係る事業の完了などにより減額となっています。

狭山市の予算と財政状況を公表します
　令和6年度の一般会計、特別会計の当初予算と5年度下半期
の予算執行状況、財産や基金の状況を公表します。

日程　5月1日㈬〜7月31日㈬
場所　市役所1階情報公開コーナー、入曽地域交流センター、
地区センター、図書館
※休館・休所日は除く。市公式ホームページでもご覧いただけます

問合せ　財政課へ☎2935-6633

保健衛生やごみ処理などに
要する経費

27,176円

衛生費

道路の建設や公園の整備な
どのまちづくり、市営住宅
の管理に要する経費

46,850円

土木費

子どもや高齢者、障害者な
どの福祉に要する経費

160,847円

民生費

道路・施設を建設するため
の借入金の元金や、利子の
返済に要する経費

26,542円

公債費

市有財産の管理や一般事務
などに要する経費

39,112円

総務費

消防や災害対策に要する
経費

14,313円

消防費

学校教育や生涯学習に要す
る経費

35,823円

教育費

市議会運営や農業振興など
に要する経費

9,022円

その他

歳出
535億4,700万円総額

前年度 495億1,600万円

民生費
239億4,562万5千円
（44.72%）

土木費
69億7,472万5千円
（13.02%）

総務費
58億2,261万7千円
（10.87%）

教育費
53億3,309万6千円
（9.96%）

衛生費
40億4,570万2千円
（7.55%）

公債費
39億5,137万3千円
（7.38%）

消防費
21億3,075万3千円
（3.98%）

その他
13億4,310万9千円
（2.52%）

一般会計当初予算の概要

市税
219億609万4千円
（40.91%）

国庫支出金
79億7,345万6千円
（14.89%）

繰入金
42億9,909万9千円
（8.03%）

地方交付税
39億3,000万円
（7.34%）

市債
31億4,920万円
（5.88%）

地方消費税交付金
34億5,500万円
（6.45%）
県支出金

37億6,616万7千円
（7.03%）

使用料及び手数料
8億6,526万円
（1.62%）
諸収入

12億5,624万5千円
（2.35%）

国有提供施設等所在市町
村助成交付金等

6億3,000万円（1.18%）

その他
17億1,647万9千円
（3.20%）

繰越金
6億円（1.12%）

歳入
535億4,700万円総額

前年度 495億1,600万円

6年度

令和6年度 市長施政方針・予算特集

市民1人当たりに使われるお金…年間で約36万円 ※6年1月現在の人口148,872人を基準に算出

前年度比8.1%増！
一般会計の予算総額は3年連続過去最大
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